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論文内容の要旨
時間と波数に依存するスピン相関関数を研究するために，一次元ハイゼンベルクスピン系において，
かっ高温極限においてスピン相関関数のモーメントを 16次まで計算する。ここで与えられる漸化式に
よりその計算は可能で、ある。得られたモーメントを利用し，レシボア・デイレーナー型の積分方程式
に基づいて，階層を成す記憶関数を解析する。階が高くなれば，隣接する階の記憶関数間の相似性は
日寺間スケーリング法によって見つけられる。このスケーリング則のおかげで，‘時:間スケーリング法'
と呼ばれるスピンダイナミックスへの新しい方法が与えられる。この方法の下で，記憶関数のラプラ
ス変換により満足される方程式はリカッチ型の非線型徴分方程式であることが判明する。この解は時
間又は振動数の全領域を包含し，短い時間にのみ正しいモーメント展開法とは対照的である。短時間
展開の発散は，得られた解の中に対数微分の型で含まれているベッセル関数の転移点に帰せられる。
緩和モードについても波数の関数として研究する。
論文の審査結果の要旨
高温のスピン・ダイナミクスは，平均の場がないため，液体理論と同じ困難を含んで、おり，多くの
試みがなされてきた。本論文は時間相関関数を，ここで呈出された漸化式の方法によって得られた 16
次までのモーメントの高温極限値(スピン}1'，一次元ハイゼンベルク系)をもとにしてしらべたもの
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である。
時間相関関数のみたす積分方程式の核は記憶関数とよばれる。記憶関数のみたす同型の積分方程式
から高階の記憶関数を定義し，以下この手続きをくり返す。このとき短波長極限で，隣りあう階数の
記憶関数が時間縮尺の手続きを通して相似である。同階数の記憶関数で波長の違うもの同志も，階数
が高くなると，同じ手続きで相以形に近づく。かようにして見つかった相似法則をもとにして，記憶
関数を求め，さらに緩和モード，相関スペクトル，時間相関関数の波数依存性を解析的にしらべたの
が本論文である。
相似法則に基づく解法は全く新しく，他の問題への応用の可能性もあり，有意義な貢献だと考えら
れる。
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